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2006奪（平劇8年）7鳶20鷺（木曜蒙）闘藷業産濾水麗蓋臥　下水道は都市の漫水を防除するための役割を担っており、平成16年度末の都市浸水戴策達成率は、金国で51・9％、政令都市で73・2％となっているようです。しかし、浸水対策は降雨という自然現象を相手にしている以上、対策済みの地区においても必ずしも安金とは欝い切れないのが実構です。特に叢近は局所約な簗中豪雨が増加している傾向にあり、繭水整備が進んだ都市においても、各地でいわゆる内水被害が目立って発生しております。　このような背漿から、浸氷被害ポテンシャルの高い地区について、既往最大級W2の璽雨に対しても被害を簸小化できるような対策を講じる、下水道総合誌水餅策緊急事業が平成18奪度に創設されました。ハード対策シビアに評価できるツールが不可欠となってきています。　日本水工設計では、下水道管内の流れと同聴に浸水の広がりをシミュレートできる流出・氾濫解析モデルXPlFLOO⊇2Dを活用しています。これは従　　　　にわせにより、都市域で起こり得る漫水現象は精度良く解析することが可能となりました。漫水想定区域図（内水ハザードマップ）の作成や下氷道総合誌水対策計画の策定、特定都市河川流域内の下水道講画策定などに強力に役立っていまG亙S�uア潔タと組澗みA騨せだけでなく、ソフト対策や自助をも禽めた麗策を推進するもので、市民の視点に立った藤期的なスキームであると恩われます。　本事業に代蓑されるように、これからの漫水対策は現状における論難のメカニズムや想定される漫水程度、さらには離策による被害軽減度など、漫水現象を来の流出解析モデルXPlSWMMの追加機能として、XPソフトウェア社（璽州）と当社で共闘關発したソフトウエアであり、昨年度より国内で市販されているツールです。　二次元不定流モデルによるXP−FLOOD一2Dと、国内で整備が加速しているGISデータの組み合す。　シミュレーションを扱う上で非常に重要なことは、水理・水文等の開門知識に糟通した技術春が、解析モデルの特性を十分理解した上で、解析結果についての正しい評価や判断を持たなければならないということです。これが満足でないと、非常識なパラメータ設定により普遍的なモデルが構築できなかったり、検討の過程で試行錯誤が多くなり、舌早として検討時間の渡費や不適切な対策立案につながる恐れがあります。　日本水工設計では、シミュレーションに関する豊醤な経験に棊つくノウハウ○蓄積と、これを使いこなせる技術者を多く擁していることで、効率的な浸水対策の立案や信頼性の高い漫水想定区域図の葎成に努めています。　今後とも、シミュレーションに関して経験と工夫を重ね、安全で安心なまちづくりに貢献したいと願っております。霞本埜工設計東京支社繁署技衛部設計第署謙畏　懸綴勝樹斬）．　ダ．鰍鷲．蘇鷺　簿ハ添　簿鮒ド〃・、ゴ、管路肉水理’（1次究不定流解析）X騨一FL◎◎D：aDによる氾濫解新の概念図で

